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１　政策分野の進捗状況
重要業績評価指標の達成状況

指標名 単位 説明又は計算式

1

人口１万人当たりの職員数

年度 令和５年度令和６年度令和７年度 最終目標 検証

目標 78 78 78
78

実績 83.9 85.1 -

政策目標５　豊かで魅力ある地域づくり / 政策10　社会の変化に対応した行財政運営

政策分野41　行政運営（②総務）

 社会経済状況の変化に柔軟に対応し、最少の経費で最大の効果を挙げ、適切な行政サービスが持続的に提
供されているまち

関連するSDGs17のゴール

市民と行政とのコミュニケーショ
ンの推進

　自治による自主自立のまちをつくるため、ＩＣＴを活用した情報の収集と発信、懇談会や
ワークショップ、タウンミーティングなど多様な手段による市民参画の機会創出などによ
り、情報の共有を図りながら市民と共にまちづくりを進めます。

社会の変化に対応していく行政運
営

　総合計画の政策目標の実現に向けて、行政評価によるＰＤＣＡサイクルのマネジメントを
通じて、社会や市民ニーズの変化に対応する事務事業の構築と、行政資源の適切な配分に努
めます。さらに、高度化及び多様化する市民ニーズや社会情勢に対応できる体制を整えるた
め、業務の一部を外部委託するアウトソーシングや、市民に信頼される高い意欲と能力を
持った職員の育成を進めます。

行政サービスの最適化と利便性向
上

　行政事務について、ＩＣＴを有効に活用するとともに、事務の透明性を確保しながら、よ
り一層効率的で的確な執行に努め、行政サービスの最適化を目指します。窓口等における各
種行政手続においても、サービスの向上に向けた取組を検証しながら、ＩＣＴの利活用によ
る迅速化や、民間サービスとの連携などによる利便性の向上を進めます。加えて、ＩＣＴの
活用にあたっては、必要な情報セキュリティ対策を講じます。

職員数は、２名の減となったが、人口減少によ
り数値は増加となった。第４次定員管理計画に
基づき、適正な定数管理を行っていく。



２　施策の評価
施策１ 市民と行政とのコミュニケーションの推進

取組状況

今年度の
重点方針

（方向性）

　多様な市民の参画のもと行政運営を進めていくため、女性委員や公募による市民委員の割
合について、「附属機関の運営及び委員構成に関する基準」に沿った選任がなされるよう各
所属に働きかけていく。   

【１】附属機関の適切な運営
・「附属機関の運営及び委員構成に関する基準」を策定し、毎年度、各所属に対して、基準
の周知徹底を図るとともに、附属機関の設置状況を調査し、調査結果をホームページで公表
している。
・また、改選も含めて委員を選任する際には、各所属と事前に協議しながら基準に沿った委
員構成となるよう指導している。

課題認識と
今後の方針
・改善点

【１】附属機関の適切な運営
・基準において目標に設定している女性委員の割合は、令和６年４月１日現在29.8％となり
、目標である30％を下回っている。一方、努力目標にしている市民委員の割合40％以上を達
成している附属機関は１つ（男女共同参画審議会）にとどまっている。
・基準の徹底を図りながら、女性委員割合の目標達成を引き続き目指す。また、市民枠未設
置の所属へ検討を促すなど、公募による市民員枠の増加を図る。



施策２ 社会の変化に対応していく行政運営

今年度の重
点方針

（方向性）

　高度化及び多様化する市民ニーズや社会情勢に柔軟に対応できる体制を整えるため、市民
に信頼される高い意欲と能力を持った人材を採用、育成するとともに、行政機構の最適化に
向けた組織編成に努めます。

取組状況
（1/2）

【１】未来の働き方創造事業
・少子高齢化が急速に進行しているため、限られた人員の限られた時間数で必要な市民サー
ビスを提供できる体制を構築することが急務となっていることから、令和２年11月に、全庁
的な働き方改革の取組を推進するため、働き方改革推進本部を設置し、令和３年２月に基本
的な方向性を定めた働き方改革の指針を策定した。
・令和３年度から令和５年度まで、外部専門機関のコンサルティングを活用しながらモデル
職場を基軸とした取組を進め、その成果を全庁的に共有した。
・令和６年度は、これまでのモデル職場等の取組から明らかになってきた「増え続ける業務
量と困難な事業廃止」等の全庁的な課題解決のスキームを構築するため、幹部職員で構成す
る「働き方改革課題解決特別タスクフォース」を立ち上げ、「市役所の働き方」について議
論し、解決策の実施に向けた取組を進めている。

【２】職員採用
・就職サイトの活用、合同企業説明会への参加などにより、本市採用試験への周知活動を行
っている。
・また、ＳＰＩ試験コースの導入、大卒試験での東京試験会場の追加、高短卒試験での土木
職の募集など、受験者の確保に取り組んでいる。
・令和５年度においては、行政経験者採用枠及び氷河期世代採用枠を統合した新たな採用枠
として、33歳から45歳までの民間企業等の職務経験を持つ者を対象とした社会人経験者採用
枠を実施し、職員の年齢構成の改善と公務経験や民間経験を持ったより有為な人材の確保に
取り組んだ。この採用枠の導入により、高校・短大卒程度（18～21歳）、大学卒程度（22～
32歳）、社会人経験者採用枠
（33～45歳）で、18歳～45歳までの受験者が切れ目なく採用試験を受験することが可能とな
った。また、退職した職員を対象とした再採用選考試験を制度化・実施し、元職員を採用し
た。
・任期付職員、育休任期付職員、臨時的任用職員、会計年度任用職員など多様な任用形態の
職員を採用しながら必要な人材の確保に努めている。

【３】行政機構の整備
　平成30年度（H30.4）　庁舎整備室の設置
　平成31年度（H31.4）　公共施設管理課の設置、情報政策課を企画政策部に
　　　　　　　　　　　移管し、情報統計課に改称
　令和２年度（R2.4）　　建設部の再編、上下水道局の新設
　令和３年度（R3.4）　　スマートシティ推進室、新型コロナウイルス感染症対策室、
　　　　　　　　　　　学校保健給食室の設置
　令和５年度（R6.3）　　新型コロナウイルス感染症対策室の廃止

【４】職員研修事業
・「第３次会津若松市人材育成基本方針（令和４年度一部改定）」及び同方針の具体的なア
クションプランである「人材育成推進プラン（令和５年度～９年度）」に基づき、計画的か
つ効果的に職員研修をはじめとする各取組項目を進めている。
・職員研修の実施に当たっては、行政課題やニーズを的確に捉え、研修科目の検討・見直し
を行いながら、研修メニューの充実を図っている。
・令和５年度以降は、前年度に発覚した「児童扶養手当等の支給に係る詐欺事件」を受け、
不祥事根絶に向けた研修を重点的に実施している。

【５】職員管理
・職員の人材育成や昇任、給与等に活用するために人事評価制度を導入し、持続可能な行政
運営に資するために定員管理計画を策定するなど、適正な職員管理に取り組むとともに、人
材育成基本方針及び人材育成推進プランに基づき、職員の資質を高め、市民サービスの向上
に貢献できる人材の育成に取り組んでいる。また、定年引上げに伴う高齢期職員の勤務条件
や雇用環境の整備、適正な退職管理に取り組んでいる。
　平成28年度～　人事評価制度の本格施行
　平成29年度～　退職者の再就職状況の公表
　令和２年度～　新型コロナウイルス感染症職員行動マニュアルの策定
　令和４年度～　定年引上げに係る関係規程の整備、第４次定員管理計画の策定　
　令和５年度～　定年引上げ制度の導入



取組状況
（2/2）

【６】会計年度任用職員（事務補助員）
・平成29年５月の地方公務員法及び地方自治法一部改正に伴い、制度設計を進め、令和２年
４月１日から制度を導入し、適切に運用している。
・定型的・補助的な事務補助に従事する会計年度任用職員（事務補助員）を各職場に配置す
ることで、各職場の事務事業の効率化や職員の時間外勤務の抑制を図っている。
・令和６年度は、令和５年４月の地方自治法の改正に伴う勤勉手当の支給を開始した。

【７】障がい者就労支援事業
・障害者雇用促進法において、障がい者雇用は市の責務と明記され、法定雇用率の遵守が求
められており、令和2年3月には会津若松市障がい者活躍推進計画を策定し、障がい者雇用の
推進を図っている。 
・法定雇用率の達成と職場への定着を図るため、令和３年度より障がい者就労支援員を配置
し、障がい特性に応じた配慮や支援を行っている。
・令和２年３月に策定した「会津若松市障がい者活躍推進計画」の計画期間が、令和７年３
月31日で終了するため、令和６年度中の改訂に向けて取り組んでいる。

【８】安全衛生管理事業
・健康診断、予防接種、健康管理医による職場環境の改善（職場巡視）、メンタルヘルス検
診（ストレスチェック）、感染症対策、労働安全講座等を実施してきた。
・令和4年度においては、新たに「外部資源ケア（従業員支援プログラム（EAP））」を導入
し、職員のメンタルヘルス対策の強化を図っている。
・新型コロナウイルス感染症への対応として、マスク、手指消毒用アルコール、塩素系漂白
剤の配布に加え、令和４年度には市庁舎における感染防止対策の強化を図るため、共通仕様
のアクリルパーテーション、カウンター用マイク・スピーカー、足踏み式消毒スプレー用ス
タンド、二酸化炭素濃度測定器、サーキュレーターを各窓口や執務室等に設置した。
・令和５年度から、使用後の作業服等被服について、「ゼロカーボンシティ会津若松宣言」
を踏まえ、被服のリサイクルに着手するとともに、リサイクル繊維を原料とするより環境に
配慮した作業服へと切り替えた。

【９】会津若松市職員共助会交付金
・職員の給料に算定率を乗じて算定し、交付金の交付を行ってきた。また、充当しなかった
交付金については、返還を受けてきた。なお、財政状況や社会情勢を踏まえ、順次、見直し
を行っている。
・令和５年度から、新たに会計年度任用職員も会員の対象となるよう制度を改正した。
【直近3年間の交付金額】
　R３　9,400千円　R4　9,439千円　R5　10,769千円（決算見込）

【10】特別職報酬等審議会
・これまで、おおむね４年ごとに審議会を開催することを基本としてきた経過にあり、前回
は令和２年度に開催した。
・令和２年度に開催した審議会における附帯意見（「これまでの４年毎の例を待たず、例え
ば中間的な時期に開催するなど、今後の適切な時期を捉えて開催することが望まれる」との
意見）に基づき、令和５年度中の開催を検討してきたが、新型コロナウイルス感染症による
地域経済への影響等を踏まえ開催を見送った。
・前回の審議会開催から４年経過するため、令和６年度は特別職報酬等審議会を開催し、特
別職の報酬等のあり方について検討している。



課題認識と
今後の方針
・改善点
（1/2)

【１】未来の働き方創造事業
・令和３年度から令和５年度までのモデル職場等での取組を踏まえて、令和６年度は幹部職
員で構成するタスクフォースで課題解決のために具体的な事業の休止・廃止含めて検討して
いるところであり、全庁的な働き方改革にも取り組んでいる。
・令和７年度以降は、こうした取組を通して意識改革・業務改革・制度改革の実践につなげ
ることで働き方改革の取組をより深化、定着させていく。

【２】職員採用
・少子化、公務員志望者の減少により人材の確保が非常に厳しくなっている。
・少数精鋭の組織体制を目指すために、第３次人材育成基本方針に基づき、本市に求められ
る『より高い水準で知識、意欲、能力のバランスがとれた人材』を的確に見極められるよう
な採用を行う必要がある。
・障害者の雇用の促進等に関する法律の一部改正に伴い、障がい者の募集、採用等について
の差別等の禁止など事業主としての適切な対応が求められる。
・受験者増のための採用試験の広報の方法や本市の求める人物を採用するための試験方法等
について検討し、より有為な人材の確保に努めていく。
・障がい者の募集、採用にあたり、障がいの特性に配慮した必要な措置を講じていく。
・社会人経験者採用枠や再採用選考試験の実施状況を踏まえて、より有為な人材の確保を図
るための採用方法について継続的な調査研究を行い、より効果的な実施につなげていく。
・任期の定めのない職員を補完するため、引き続き任期付職員、育休任期付職員、臨時的任
用職員、会計年度任用職員など多様な任用形態を活用していく。
・なお、採用者数の確保に苦慮している任期付職員の採用のあり方については、見直しを検
討していく必要がある。

【３】行政機構の整備
・より効率的かつ効果的な行政組織を実現するためには、中長期的な視点を持って、組織に
関する主要な論点を整理し、関係部署による検討を進めていく必要がある。
・持続可能な行政運営の実現に向けて「より効率的かつ効果的に業務を遂行する組織」「簡
素で大括りな組織」という視点から、これまで整理した方向性や各部局の課題等を踏まえ、
引き続き、行政機構の見直しの検討を着実に進め、最適な行政機構を整備する。
・令和７年度の新庁舎供用開始及び第８次総合計画策定に合わせて段階的な実施について検
討していく。

【４】職員研修事業
・複雑高度化、多様化している市民ニーズに的確に対応していくため、市民に信頼される高
い意欲と能力を持った職員をいかにして育成していくかが課題である。
・人材育成基本方針等に基づき、市民に信頼される高い意欲と能力を持った職員を育成する
観点から、各種の職員研修等については、継続的・効果的に実施していく。
・人材育成を主眼とする人事評価制度を適正に運用していく。
・職員の自主的な研修活動を促進するため、自己啓発支援の充実を図っていく。
・働き方改革を推進するための研修やデジタル人材育成のための研修など、社会状況を踏ま
え、今後より一層充実が求められる研修のあり方について検討していく。

【５】職員管理
・評価者研修等により人事評価制度を適正に運用するとともに、職員の適正な退職管理を行
い、再就職状況の公表を行っていく。
・定年引上げ制度の導入に伴い、職員の定年退職となる年齢が２年に１歳ずつ段階的に引
上げられ、令和６年度から高齢期職員が増加していくことから、高齢期職員が長年の職務経
験で培った豊富な知識、経験、技能を活かして公務に貢献できるよう、人事配置のあり方を
検討していく。
・持続可能な行財政運営に資するため、第４次定員管理計画に基づき、将来の退職予定や事
務事業見通し等を踏まえながら、適切な定員管理を行っていく。
・児童扶養手当等の支給に係る詐欺事件、職員健康診断事業及び公務災害等事務に係る不適
正な事務対応を踏まえ、不正行為や事務ミスを未然に防止するために財務事務の適正化、内
部統制の強化に取り組んでいく。



課題認識と
今後の方針
・改善点
（2/2)

【６】会計年度任用職員（事務補助員）
・令和２年度に会計年度任用職員制度が導入されて以来、庁内の理解を深めながら適切
に制度運用を行ってきたところであり、引き続き、必要な人員の確保に努めていく。
・令和６年度は、令和２年度に採用され、再度の任用（４回が限度）により勤務を継続して
きた職員が一斉に任期満了を迎えるため、令和７年度の採用に向けて必要な人員の確保と公
募試験の実施に係る準備を進めていく。

【７】障がい者就労支援事業
・職員ごとに障がいの程度や特性が異なることから、障がい特性に応じたきめ細やかな支援
を行うため、就労支援員が随時相談を行い、安心して働き続けることができる働きやすい職
場環境を整えていく必要がある。
・地方自治体の法定雇用率の段階的引き上げ（令和６年度2.8％、令和８年度3.0％）に対処
するため、引き続き、採用計画に基づき取組を進めていく。（令和６年６月現在の本市の法
定雇用率2.76％）

【８】安全衛生管理事業
・近年の業務量の増大や業務の複雑化など、職員の労働環境は厳しい状況にある中で、身体
的、精神的に職員の健康を維持することが重要である。
・メンタルヘルス対策については、セルフケア及びラインケアを基軸としたうえで、令和４
年度に新たに導入した「外部資源ケア（従業員支援プログラム（ＥＡＰ）)」の活用を図りな
がら、更なる強化充実を図り、職場環境の改善につなげていく。
・作業服については、リサイクル可能な物を購入するなど、環境への負荷の低減やごみ減量
に向けた取り組みを継続する。

【９】会津若松市職員共助会交付金
・市の財政状況や社会情勢等を考慮し、交付金の算定や使途については、これまでも見直し
を行ってきたところである。
・今後についても、適正な交付金のあり方や社会情勢等を考慮しつつ、点検・見直しを行っ
ていく。

【10】特別職報酬等審議会
・令和６年度に開催している特別職報酬等審議会の答申を踏まえ特別職の報酬等の改定につ
いて適切に対応する。



施策３ 行政サービスの最適化と利便性向上

取組状況

今年度の重
点方針

（方向性）

　行政事務について、ＩＣＴを有効に活用するとともに、事務の透明性を確保しながら、よ
り一層効率的で的確な執行に努め、行政サービスの最適化を目指します。

【１】庁舎管理
・来庁者及び職員の安全確保、利便性の向上及び執務環境の向上を図るため、日常点検や定
期点検を通して事故の未然防止に努めてきた。施設・設備等の改修に当たっては、年次計画
を立てながら計画的な修繕に努めるとともに、庁舎整備事業との連携を図りながら進めてき
た。
・本庁舎については、本庁舎西側隣接地の取得など、さらなる駐車台数の確保に努め、来庁
者の利便性の向上を図ってきた。

【２】ふるさと寄附金
・平成20年度の制度創設以来、鶴ケ城の整備など寄附者の善意を活かした取組を行ってきた
。また、平成27年度からは、事業者からの提案を活用した返礼品の拡充に取り組むとともに
、ふるさと納税ポータルサイトの増設による情報発信の強化とクレジット納付等の利用によ
り納付利便性の向上を図ってきた。令和５年度は、寄附受入額のさらなる増加を図るため、
返礼品提供事業者の選定を登録制とし返礼品の更なる拡充を図るとともに、市場調査やプロ
モーション等の業務を委託し、民間事業者のノウハウも活用しながら情報発信の強化に取り
組んだ。その結果、寄附額は過去最高額となる約２億132万円となり、令和６年度もこれまで
の取組を強化・推進し取り組んでいる。

【３】入札・契約事務
・入札制度については、関係法令等に則り、競争性、透明性、公平性のより一層の確保を図
るため、電子入札の導入、余裕期間制度やゼロ市債を活用した施工時期の平準化、学識経験
者等による「入札等に関する有識者会議」の開催、物品購入等への制限付一般競争入札の導
入などの取組を行ってきた。
・庁用共通物品について経済性、効率性の観点から一括した調達を行うとともに、令和６年
度においては、新庁舎供用開始に必要な什器備品類の購入に係る入札契約事務を行った.。
・不要物品のうち、売却益が見込める公用車について、インターネットオークションサイト
を利用した売却を実施してきた。

【４】工事検査の実施
・工事請負代金額130万円超の請負工事について、検査により工事目的物が設計図書に定めら
れた出来形・品質等を満たしているか確認し、不良工事に対する修補の指示、不適格業者の
排除等を行い公共工事の品質を確保してきた。
・また、前年度の工事成績評定において、高評定を獲得した工事から優良工事を選定し、そ
の受注者等を表彰することにより受注者の施工意欲を高め、施工技術の向上を図ってきた。

【５】仮庁舎の整備及び業務遂行
・仮庁舎整備に係る庁内検討会議等を開催し、仮庁舎の整備に係る基本的事項（行政機能の
配置、施設や設備等の整備、スケジュールなど）について、協議調整及び取りまとめを行っ
てきた。
・令和元年度：仮庁舎整備に係る基本方針の確認、基本的事項の協議調整
・令和２年度：基本的事項の協議調整（継続）、決定
・令和３年度：基本的事項に基づく施設改修工事、設備移設、引越し準備、駐車場の確保調
整、文書送達等の運用確認
・庁舎整備事業に伴って必要となる仮庁舎の整備について、仮庁舎期間中も市民サービスの
維持向上が図られるよう、また、暫定的な措置であることを踏まえ必要最小限の整備を基本
とし、令和３年度及び令和４年度に必要となる施設改修・電気設備等工事及び設備移設を実
施した。その上で、令和４年４月及び５月に仮庁舎へ引越しを行い、栄町第一庁舎、栄町第
二庁舎、栄町第三庁舎、追手町第二庁舎及び河東支所の５つの庁舎を仮庁舎として業務を行
っている。
・また、仮庁舎期間における来庁者等の駐車場として現庁舎駐車場に加えて民間駐車場を活
用し、必要な駐車台数を確保した。
・このことにより、仮庁舎期間においても、円滑な業務遂行を図っている。

【６】文書事務
・新庁舎への移転を見据え、更なる文書管理の適正化と電子化の推進を図るため、令和２年
度末に文書管理ガイドラインを策定したところであり、当該ガイドラインに基づき、適切な
庁内運用に取り組むとともに、電子決裁を拡大し、紙文書の削減を進めている。
・また、行政手続における申請書等への押印見直しを行い、行政手続の簡素化と市民や事業
者の利便性向上を図ったところであり、行政内部の手続における押印についても、事務の効
率化と電子化の推進に向けて見直しを進めている。

【７】個人情報保護制度の適切な運用
・国における個人情報の保護に関する法律（個人情報保護法）の改正に伴い、令和４年度に
個人情報保護法施行条例など関係規程の整備や市独自のガイドラインの策定など運用の見直
しを行った。これにより、令和５年４月１日から、改正個人情報保護法に対応した新たな個
人情報保護制度の運用を開始し、適切な制度運用を図っている。



課題認識と
今後の方針
・改善点

【１】庁舎管理
・庁舎管理については、来庁者及び職員の安全確保、利便性及び執務環境の向上のため、効
果的かつ効率的な施設管理を行っていく。
・栄町第一庁舎については、昭和58年の建設から41年が経過し、建物や設備等の老朽化が見
られることから大規模改修工事が必要である。庁舎整備後も継続して使用する庁舎であるた
め、環境性能にも配慮しつつ必要な対応を検討していく。
・新庁舎で保存可能な量を超える文書の保存のため、現庁舎の書庫・倉庫スペースの全体量
を把握し、今後の必要量の推移を見極めた上で、必要となる書庫・倉庫スペースを確保して
いく。

【２】ふるさと寄附金
・ふるさと納税については、本市の更なるＰＲや地域活性化の視点から、様々な意見を頂い
てきた経過にある。一方で、国においては、過度な返礼品競争に歯止めをかけるため、平成
31年度の地方税法等の改正により、ふるさと納税の対象となる自治体（寄附金特例控除の対
象とする自治体）を、各自治体からの申し出に基づき審査の上、対象団体を指定することと
した。
・ふるさと納税制度については、制度内容を遵守した上で、本市の更なるＰＲや地域活性化
の視点を踏まえ、寄附歳入の確保に向けて継続して取り組んでいるところである。今後とも
、民間事業者のノウハウを活用しながら返礼品の充実や情報発信の強化を行うとともに、寄
附目的の明確化を図りさらなる寄附受入額の増加に取り組んでいく。

【３】入札契約事務
・入札契約事務については、関係法令等の規定に則り透明性・公平性を確保し適正に執行す
るとともに、契約手続の電子化に必要となる取組を進めていく。また、庁内各課執行の事務
手続が適正に行われるよう必要な周知や研修等の実施に取り組んでいく。
・新庁舎供用開始に伴って不用となる什器類が発生することから、令和７年度においては、
関係機関等での再利用を図りながら、売却益が見込まれる資源物・有価物についてはインタ
ーネットオークション等を通じた売却を行い、そのうえで、再利用・売却共に困難な物品に
ついては適正な処分を行っていく。

【４】公共工事の品質確保
・将来にわたって公共工事の品質の確保が図られるよう、適正な設計・積算やダンピング受
注の防止、発注・施工時期の平準化など、公共工事の品質確保の促進に関する法律の理念に
則った取組を進めていく.また、厳正な工事検査を実施するとともに、前年度に竣工した工事
から優良工事を選定し、その受注者等を表彰することにより受注者の施工意欲を高め、施工
技術の向上を図っていく。
・本市発注工事において、４週８休以上を確保する「週休２日工事」を原則全工事に適用す
るとともに、デジタル技術を活用した遠隔臨場、情報共有システムの利活用等により、建設
業の働き方改革を促進していく。

【５】文書事務
・文書管理ガイドラインに基づく適切な庁内運用に取り組むとともに、電子決裁の推進をは
じめとした文書の電子化を進め、事務の効率化及び紙文書の削減を図る。
・令和７年度においては、新庁舎への引っ越しに伴い、廃棄文書の増加が見込まれることか
ら、過度な職員負担とならないような文書の廃棄処理を行う。
・令和７年度以降の書庫の必要量の推移を見極めた上で、必要となる書庫スペースを確保し
ていく。

【６】個人情報保護制度の適切な運用
・個人情報保護制度については、法改正に伴う令和５年度からの新たな制度の適切な運用を
図りつつ、国においては、３年ごとに制度の見直しを行うこととしていることから、国の動
向等を見極めながら必要な対応を図っていく。

【７】新庁舎供用開始に向けた対応
・新庁舎供用開始に向けて、引越しや設備移設の準備、什器購入、あいづっこプラザ等の具
体的な利用方法のあり方について検討し、必要な対応を図る。

【８】公用車の適正管理のあり方
・令和７年５月の新庁舎供用開始に向けて、公用車の稼働状況を踏まえた適正な保有台数を
見極めるとともに、必要な公用車駐車場を確保していく。また、効率的・効果的な公用車管
理を図るため、公用車の一元管理や車両管理事務の委託など、必要な対応を図っていく。



３　関連する政策分野と事務事業
政策分野 事務事業名 担当部・課名

４　施策の最終評価

・政策分野41「行政運営（②総務）」の推進にあたっては、「２　施策の評価」に従い取り組む
こと。

・施策１「市民と行政とのコミュニケーションの推進」については、多様な市民の参画のもとで
の行政運営を進めていくため、女性委員や公募による市民委員の割合の増加に努めるとともに、
引き続き、附属機関の適切な運営に努めていく。
・施策２「社会の変化に対応していく行政運営」については、効率的かつ効果的な行政サービス
の実現に向け、未来の働き方創造事業による働き方改革の取組をより進化・定着させていくとと
もに、新庁舎供用開始及び第８次総合計画策定に合わせた段階的な行政機構の見直しについて検
討していく。
・施策３「行政サービスの最適化と利便性向上」については、新庁舎供用開始に向け、引越しや
設備等の移設、什器購入等を確実に行うとともに、電子決裁や公用車管理など効率的な事務執行
を推進していく。また、ふるさと寄附金については、民間事業者のノウハウを活用しながら返礼
品の充実や情報発信の強化を行い、寄附受入額の増加に取り組む。



５　事務事業一覧

番号 事務事業名 担当部・課

1 5.5 附属機関の適切な運営 継続 総務部　人事課

1 8.5 ＩＰＫ人事給与システム改修業務委託 終了 総務部　人事課

2 ◎ 基本目標４ 8.5 未来の働き方創造事業費 継続 総務部　人事課

3 ◎ 基本目標１ 8.5 職員採用 継続 総務部　人事課

4 8.5 行政機構の整備 継続 総務部　人事課

5 ◎ 8.5 職員研修事業 継続 総務部　人事課

6 ◎ 5.5 職員管理 継続 総務部　人事課

7 8.5 会計年度任用職員（事務補助員） 継続 総務部　人事課

8 基本目標１ 8.5 障がい者就労支援事業 継続 総務部　人事課

9 8.8 安全衛生管理事業 継続 総務部　人事課

10 8.5 会津若松市職員共助会交付金 継続 総務部　人事課

11 8.5 特別職報酬等審議会 終了 総務部　人事課

1 ◎ 11.3 新庁舎供用開始準備事業 継続 総務部　総務課

2 ◎ 11.3 庁舎管理事務 継続 総務部　総務課

3 ◎ 11.3 仮庁舎の整備及び業務遂行 継続 総務部　総務課

4 ◎ 12.5 文書事務 継続 総務部　総務課

5 行政管理事務 継続 総務部　総務課

6 ◎ 基本目標２ 8.3 ふるさと寄附金等に関する事務 継続 総務部　総務課

7 16.6 法規事務 継続 総務部　総務課

8 16.6 印刷機等管理事務 継続 総務部　総務課

9 16.6 公平委員会に関する事務 継続 総務部　総務課

10 ◎ 12.7 入札・契約事務 継続 総務部　契約検査課

11 ◎ 工事検査業務 継続 総務部　契約検査課

12 ◎ 16.6 情報公開・個人情報保護に関する事務 継続 総務部　総務課

13 車両管理事務 継続 総務部　総務課

14 労働団体補助金 継続 総務部　総務課

ロジック
モデル

重点事
業

人口減
少対策
※

SDGs
ターゲ
ット

次年
度方
針

施策１　市民と行政のコミュニケーションの推進

施策２　社会の変化に対応していく行政運営

施策３　行政サービスの最適化と利便性向上

11.7、11.a

※人口減少対策に資する事業を「第３期　会津若松市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の４つの基本目
標に位置付けた取組を記載しています。
基本目標１　既存産業・資源を活用した魅力的なしごとづくり
基本目標２　地域の個性を活かした新たな人の流れの創出
基本目標３　生活の利便性を実感できる安全・安心なまちづくり
基本目標４　結婚・出産・子育て支援と教育環境の整備



1

事業名 附属機関の適切な運営 法定／自主 自主

担当部・課 総務部　人事課 次年度方針 継続

事業費 0 0

所要一般財源 0 0

概算人件費 228 228

施策１　市民と行政のコミュニケーションの推進

概要
(目的と内容)

　市政運営の透明性の向上や行政の簡素化・効
率化を図るため、附属機関の適切な運営に取り
組む。

財務内容
単位(千円)

令和６年度
（予算）

令和７年度
（見込み）

これまでの
取組状況

（主な取組と
成果）

　「附属機関の運営及び委員構成に関する基準」を策定し、毎年度、各所属に対して
、基準の周知徹底を図るとともに、附属機関の設置状況を調査し、調査結果をホーム
ページで公表している。また、改選も含めて委員を選任する際には、各所属と事前に
協議しながら基準に沿った委員構成となるよう指導している。

事業の検証
（課題認識/
今後の方針・
改善点）

　基準において目標に設定している女性委員の割合は、令和６年４月１日現在29.8％
となり、目標である30％を下回っている。一方、努力目標にしている市民委員の割合
40％以上を達成している附属機関は１つ（男女共同参画審議会）にとどまっている。
　基準の徹底を図りながら、女性委員割合の目標達成を引き続き目指す。また、市民
枠未設置の所属へ検討を促すなど、公募による市民委員枠の増加を図る。
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事業名 ＩＰＫ人事給与システム改修業務委託 法定／自主 自主

担当部・課 総務部人事課 次年度方針 終了

事業費 2,761 0

所要一般財源 2,761 0

概算人件費 0 0

2

事業名 未来の働き方創造事業費 法定／自主 自主

担当部・課 総務部　人事課 次年度方針 継続

事業費 8,396 8,396

所要一般財源 8,396 8,396

概算人件費 11,367 11,367

施策２　社会の変化に対応していく行政運営

概要
(目的と内容)

　給与制度（定年引上げ、時間外勤務手当の算
定基礎）への対応、及び職員（会計年度任用職
員を除く）が使用している庶務事務システムと
連携し、職員自らが給与支給明細書及び源泉徴
収票を発行できるよう改修する。

財務内容
単位(千円)

令和６年度
（予算）

令和７年度
（見込み）

これまでの
取組状況

（主な取組と
成果）

　令和６年度にシステム改修を委託しており、必要なシステムの改修が行われること
で業務終了

事業の検証
（課題認識/
今後の方針・
改善点）

　令和６年度にシステム改修を委託しており、必要なシステムの改修が行われること
で業務終了

概要
(目的と内容)

　必要な人材の確保が益々困難になる中、求め
られる市民サービスを提供できる持続可能な組
織を再構築するため、意識改革・業務改革・制
度改革を一体的に推進し、職員が自律的かつ幸
せに働くことができ、既存の考え方に捉われな
い未来の働き方を創る。

財務内容
単位(千円)

令和６年度
（予算）

令和７年度
（見込み）

これまでの
取組状況

（主な取組と
成果）

・少子高齢化が急速に進行しているため、限られた人員の限られた時間数で必要な市
民サービスを提供できる体制を構築することが急務となっていることから、令和２年
11月に、全庁的な働き方改革の取組を推進するため、働き方改革推進本部を設置し、
令和３年２月に基本的な方向性を定めた働き方改革の指針を策定した。
・令和３年度から令和５年度まで、外部専門機関のコンサルティングを活用しながら
モデル職場を基軸とした取組を進め、その成果を全庁的に共有してきた。業務改善の
取組が一部進んだことに加え、職場における心理的安全性の重要性に係る認識が高ま
り、業務改善を継続的に行うための土台を築くことができた。

事業の検証
（課題認識/
今後の方針・
改善点）

・令和３年度から令和５年度までのモデル職場での取組を踏まえ明らかになった全庁
的課題や成果を庁内で共有しながら、より具体的な働き方改革の取組を行う必要があ
る。
・令和６年度以降は、「増え続ける業務量と困難な事業廃止」等の全庁的な課題の解
決に向け、外部専門機関のコンサルティングやワーク・ライフバランスコンサルタン
ト養成講座を受講した庁内コンサルタントなどを活用しながら、働き方改革の取組を
より深化、定着させていく。
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事業名 職員採用 法定／自主 自主

担当部・課 総務部　人事課 次年度方針 継続

事業費 2,096 2,296

所要一般財源 2,096 2,296

概算人件費 7,578 7,578

4

事業名 行政機構の整備 法定／自主 自主

担当部・課 総務部　人事課 次年度方針 継続

事業費 0 0

所要一般財源 0 0

概算人件費 9,094 6,063

概要
(目的と内容)

　実力ある少数精鋭の体制づくりを目指すため
、市が求める能力や人物像を広く発信し、また
、人物重視の採用試験を行い、高い資質と意欲
を有する人材を採用する。

財務内容
単位(千円)

令和６年度
（予算）

令和７年度
（見込み）

これまでの
取組状況

（主な取組と
成果）

　就職サイトの活用、合同企業説明会への参加などにより、本市採用試験への周知活
動を行っている。また、ＳＰＩ試験コースの導入、大卒試験での東京試験会場の追加
など、受験者の確保に取り組んでいる。令和５年度においては、33歳から45歳までの
民間企業等の職務経験を持つ者を対象とした社会人経験者採用枠を実施し、公務経験
や民間経験を持った有為な人材を採用した。この採用枠の導入により、既存の採用区
分と合わせて、18歳～45歳までの受験者が切れ目なく採用試験を受験可能となった。
また、退職した職員を対象とした再採用選考試験を実施し、元職員を採用した。
　令和６年度においては、適性検査のWEBテスティング方式を新たに導入し、第二次試
験以降の面接試験でより人物評価をしやすい体制を構築した。また、前年度実施した
再採用選考を会津若松市キャリア・リターン制度と銘打ち、制度化した。

事業の検証
（課題認識/
今後の方針・
改善点）

　少子化等により人材の確保が非常に厳しくなっており、より高い水準で知識、意欲
、能力のバランスがとれた人材を的確に見極められるような採用を行う必要がある。
　また、受験者増のための採用試験の広報の方法や本市の求める人物を採用するため
の試験方法等について検討し、より有為な人材の確保に努めるとともに、職員の年齢
構成の改善にも資する採用方法について引き続き検討・実施していく。

概要
(目的と内容)

　より効率的かつ効果的な行政運営を実現する
ため、現行の行政機構の課題等を検証し、必要
な組織体制を整備する。

財務内容
単位(千円)

令和６年度
（予算）

令和７年度
（見込み）

これまでの
取組状況

（主な取組と
成果）

・平成30年度（H30.4）庁舎整備室の設置
・平成31年度（H31.4）公共施設管理課の設置、情報政策課を企画政策部に移管し、企
情報統計課に改称
・令和２年度（R2.4）建設部の再編、上下水道局の新設
・令和３年度（R3.4）スマートシティ推進室、新型コロナウイルス感染症対策室、学
校保健給食室の設置

事業の検証
（課題認識/
今後の方針・
改善点）

　持続可能な行政運営の実現に向けて「より効率的かつ効果的に業務を遂行する組織
」「簡素で大括りな組織」という視点から、これまで整理した方向性や各部局の課題
等を踏まえ、引き続き、行政機構の見直しの検討を着実に進め、最適な行政機構を整
備する。令和６年度中に見直し案をまとめ、令和７年４月１日に行政機構改革を実施
する。
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事業名 職員研修事業 法定／自主 自主

担当部・課 総務部　人事課 次年度方針 継続

事業費 7,763 7,763

所要一般財源 7,763 7,763

概算人件費 7,635 7,635

6

事業名 職員管理 法定／自主 自主

担当部・課 総務部　人事課 次年度方針 継続

事業費 0 0

所要一般財源 0 0

概算人件費 11,367 11,367

概要
(目的と内容)

　平成30年３月に策定した「第３次会津若松市
人材育成基本方針」等に基づき、職員研修を効
果的に実施し、職員の能力開発と意識改革を推
進することにより、市民ニーズや時代の要請に
的確に応えることのできる人材を育成する。

財務内容
単位(千円)

令和６年度
（予算）

令和７年度
（見込み）

これまでの
取組状況

（主な取組と
成果）

・「第３次会津若松市人材育成基本方針」及び「人材育成推進プラン」に基づき、計
画的かつ効果的に職員研修をはじめとする各取組項目を進めている。
・職員研修の実施に当たっては、行政課題やニーズを的確に捉え、研修科目の検討・
見直しを行いながら、研修メニューの充実を図っている。
・令和５年度は、前年度に発覚した「児童扶養手当等の支給に係る詐欺事件」を受け
、不祥事根絶に向けた研修を重点的に実施した。

事業の検証
（課題認識/
今後の方針・
改善点）

・複雑高度化、多様化している市民ニーズに的確に対応していくため、市民に信頼さ
れる高い意欲と能力を持った職員をいかにして育成していくかが課題であることから
、人材育成基本方針等に基づき、各種の職員研修等について、継続的・効果的に実施
していく。
・人材育成を主眼とする人事評価制度を適正に運用していく。
・職員の自主的な研修活動を促進するため、自己啓発支援の充実を図っていく。
・働き方改革を推進するための研修やデジタル人材育成のための研修など、社会状況
を踏まえ、今後より一層充実が求められる研修のあり方について検討していく。

概要
(目的と内容)

　市民の信頼を高めていくため、人事評価の実
施や適正な退職管理など職員の管理に必要な業
務を行う。併せて永年勤続表彰や職員提案制度
に基づく表彰等を行う。

財務内容
単位(千円)

令和６年度
（予算）

令和７年度
（見込み）

これまでの
取組状況

（主な取組と
成果）

　任用等職員管理に活用するために人事評価制度を導入するなど、適正な職員管理に
取り組むとともに、職員表彰制度により、職員の資質を高め、市民サービスに貢献で
きる人材の育成に取り組んでいる。また、適正な退職管理に取り組んでいる。

事業の検証
（課題認識/
今後の方針・
改善点）

・定年が引き上げられたことから、高齢期職員の有効な活用方法を検討していく。そ
の知識、技能、経験を活かせる的確な人事配置を行い、組織体制の強化を図る。
・第４次定員管理計画に基づき、持続可能な行財政運営に資するため、将来の退職予
定や事務事業見通し等を踏まえながら、中期的な視点で、適切に定員管理を行ってい
く。
・児童扶養手当等の支給に係る詐欺事件、職員健康診断事業及び公務災害に係る不適
正な事務対応を踏まえ、不正行為や事務ミスを未然防止するために財務事務の適正化
、内部統制の強化を行う。
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事業名 会計年度任用職員（事務補助員） 法定／自主 自主

担当部・課 総務部　人事課 次年度方針 継続

事業費 116,342 116,342
所要一般財源 115,747 115,747

概算人件費 8,079 8,079

8

事業名 障がい者就労支援事業 法定／自主 自主

担当部・課 総務部　人事課 次年度方針 継続

事業費 3,760 3,760

所要一般財源 3,760 3,760

概算人件費 342 342

概要
(目的と内容)

　定型的・補助的な事務補助に従事する会計年
度任用職員（事務補助員）を配置する。

財務内容
単位(千円)

令和６年度
（予算）

令和７年度
（見込み）

これまでの
取組状況

（主な取組と
成果）

　平成29年５月の地方公務員法及び地方自治法一部改正に伴い、制度設計を進め、令
和２年４月１日から制度を導入し、適切に運用している。
　定型的・補助的な事務補助に従事する会計年度任用職員（事務補助員）を各職場に
配置することで、各職場の事務事業の効率化や職員の時間外勤務の抑制を図っている
。

事業の検証
（課題認識/
今後の方針・
改善点）

　令和２年度に会計年度任用職員制度が導入されて以来、庁内の理解を深めながら適
切に制度運用を行ってきたが、応募者は多くないため、人材確保が課題となってい
る。また、制度開始から令和６年度で５年目となり、任用中の職員の多くが「再度の
任用」の限度を迎える。このため、令和６年度中に公募試験を実施し、必要な人員を
確保していく必要がある。

概要
(目的と内容)

　障がいのある職員が市役所で就労するにあた
り、障がい特性に配慮した支援を行うことによ
り、安心して働ける環境を整備するため、障が
い者就労支援員の配置を行う。

財務内容
単位(千円)

令和６年度
（予算）

令和７年度
（見込み）

これまでの
取組状況

（主な取組と
成果）

　障害者雇用促進法において、障がい者雇用は市の責務と明記され、法定雇用率の遵
守が求められており、令和2年3月には会津若松市障がい者活躍推進計画を策定し、障
がい者雇用の推進を図っている。
　法定雇用率の達成と職場への定着を図るため、令和３年度より障がい者就労支援員
を配置し、障がい特性に応じた配慮や支援を行っている。

事業の検証
（課題認識/
今後の方針・
改善点）

　職員ごとに障がいの程度や特性が異なることから、障がい特性に応じたきめ細やか
な支援を行うため、就労支援員が随時相談を行い、安心して働き続けることができる
働きやすい職場環境を整えていく必要がある。
　令和６年４月に地方自治体の法定雇用率が2.8％（本市は令和６年６月現在2.76％）
に引き上げられた経過にあり、更なる障害者法定雇用率の引き上げ（令和８年度3.0％
）に対処するため、引き続き、採用計画に基づき取組を進めていく。
　令和２年３月に策定した「会津若松市障がい者活躍推進計画」の計画期間が令和７
年３月31日で終了するため、令和６年度に改訂を行う。
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事業名 安全衛生管理事業 法定／自主 自主

担当部・課 総務部　人事課 次年度方針 継続

事業費 23,700 23,700

所要一般財源 19,883 19,883

概算人件費 8,673 8,673

10

事業名 会津若松市職員共助会交付金 法定／自主 自主

担当部・課 総務部　人事課 次年度方針 継続

事業費 10,520 10,520

所要一般財源 10,520 10,520

概算人件費 16 16

概要
(目的と内容)

　会津若松市職員安全衛生管理規則に基づき、
職員安全衛生管理事業計画を策定し、職員の健
康診断、予防接種、健康管理医等による職場環
境の改善（職場巡視）、労働安全講座等を実施
する。また、被服貸与規定に基づき、職員に作
業服を貸与する。

財務内容
単位(千円)

令和６年度
（予算）

令和７年度
（見込み）

これまでの
取組状況

（主な取組と
成果）

   健康診断、予防接種、健康管理医による職場環境の改善（職場巡視）、メンタルヘ
ルス検診（ストレスチェック）、感染症対策、労働安全講座等を実施してきた。
　令和４年度に、新たに「外部資源ケア（従業員支援プログラム）」を導入し、職員
のメンタルヘルス対策の強化を図っている。また、新型コロナウイルス感染症への対
応として、市庁舎における感染防止対策の強化を図るため、共通仕様のアクリルパー
テーション等を各窓口や執務室等に設置した。
　また、使用後の作業服等被服について、「ゼロカーボンシティ会津若松宣言」を踏
まえ、被服のリサイクルに着手するとともに、リサイクル繊維を原料とするより環境
に配慮した作業服へと切り替えた。

事業の検証
（課題認識/
今後の方針・
改善点）

　メンタルヘルス対策については、ラインケアを基軸としながら、令和４年度に新た
に導入した「外部資源ケア（従業員支援プログラム（ＥＡＰ））」の活用により強化
充実を図り、職場環境の改善につなげていく。また、感染症対策については状況に応
じて必要な対応を講じていく。
　作業服については、リサイクル可能な物を購入するなど、環境への負荷の低減やご
み減量に向けた取り組みを継続する。

概要
(目的と内容)

　地方公務員法第42条の規定により、市が職員
の福利厚生事業を実施する必要があり、その事
業を会津若松市職員の互助団体設置に関する条
例に基づき、会津若松市職員共助会が実施する
ため、交付金を交付する。

財務内容
単位(千円)

令和６年度
（予算）

令和７年度
（見込み）

これまでの
取組状況

（主な取組と
成果）

　職員の給料に算定率を乗じて算定し、交付金の交付を行ってきた。また、充当しな
かった交付金については、返還を受けてきた。なお、財政状況や社会情勢を踏まえ、
順次、見直しを行っている。
　なお、令和５年度から、新たに会計年度任用職員も会員の対象となるよう制度を改
正した。
【直近３年間の交付金額】
R3　9,400千円　R4　9,439千円　R5　10,769千円

事業の検証
（課題認識/
今後の方針・
改善点）

　市の財政状況や社会情勢等を考慮し、交付金の算定や使途については、これまでも
見直しを行ってきたところであり、今後についても、適正な交付金のあり方や社会情
勢等を考慮しつつ、点検・見直しを行っていく。
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事業名 特別職報酬等審議会 法定／自主 自主

担当部・課 総務部　人事課 次年度方針 終了

事業費 350 0

所要一般財源 350 0

概算人件費 1,819 0

概要
(目的と内容)

　報酬等の額に関する条例（期間を限って報酬
等の額を減額するものを除く。）を議会に提出
しようとするときは、あらかじめ、当該報酬等
の額について審議会の意見を聴く。また、必要
に応じ、現行の報酬等の額の妥当性について審
議会に意見を聴く。

財務内容
単位(千円)

令和６年度
（予算）

令和７年度
（見込み）

これまでの
取組状況

（主な取組と
成果）

　これまで、おおむね４年ごとに審議会を開催することを基本としてきた経過にあり
、前回は令和２年度に開催した。
　令和２年度に開催した審議会における附帯意見（「これまでの４年毎の例を待たず
、例えば中間的な時期に開催するなど、今後の適切な時期を捉えて開催することが望
まれる」との意見）に基づき、令和５年度中の開催を検討してきたが、新型コロナウ
イルス感染症による地域経済への影響等を踏まえ開催を見送った。

事業の検証
（課題認識/
今後の方針・
改善点）

　これまで、おおむね４年ごとに審議会を開催することを基本としてきた経過にある
。前回の審議会開催から４年経過するため、令和６年度は特別職報酬等審議会を開催
する。
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事業名 新庁舎供用開始準備事業 法定／自主 自主

担当部・課 総務部総務課 次年度方針 継続

事業費 0 0

所要一般財源 0 0

概算人件費 1,895 1,895

2

事業名 庁舎管理事務 法定／自主 自主

担当部・課 総務部　総務課 次年度方針 継続

事業費 153,230 363,316

所要一般財源 142,888 284,453

概算人件費 3,789 3,789

施策３　行政サービスの最適化と利便性向上

概要
(目的と内容)

　新庁舎供用開始に向けて、円滑な業務遂行が
図れるよう準備を進める。　
　新庁舎への引越しをはじめとする次の事項に
ついて対応する。
①引越し、②レイアウト、③新庁舎（什器等購
入）、④新庁舎（公用車管理）、⑤新庁舎（施
設の利用方法）、⑥新庁舎（文書管理）、⑦新
庁舎（執務室、会議室、作業スペース）、⑧新
庁舎（設備等の移設）、⑨新庁舎（物品保管）
、⑩新庁舎（対外周知）、⑪栄町第一庁舎改修
工事、⑫追手町第二庁舎利活用

財務内容
単位(千円)

令和６年度
（予算）

令和７年度
（見込み）

これまでの
取組状況

（主な取組と
成果）

　新庁舎供用開始に向けて、引越しをはじめとする必要事項について、関係各課と協
議を行うとともに、副部長会議の行政課題（横串）検討において、必要な協議調整を
図ってきた。

事業の検証
（課題認識/
今後の方針・
改善点）

　新庁舎供用開始に向けて、引越しや設備移設の準備、什器購入、あいづっこプラザ
等の具体的な利用方法のあり方について検討し、必要な対応を図る。

概要
(目的と内容)

　庁舎施設及び設備機器の維持管理、修繕、改
修工事、光熱水費の管理を行う。また、庁舎受
付案内及び電話交換、清掃、警備等のアウトソ
ーシングを継続し、効率的な施設管理体制を確
保する。

財務内容
単位(千円)

令和６年度
（予算）

令和７年度
（見込み）

これまでの
取組状況

（主な取組と
成果）

・来庁者及び職員の安全確保、利便性の向上及び執務環境の向上を図るため、日常点
検や定期点検を通して事故の未然防止に努めてきた。施設・設備等の改修に当たって
は、年次計画を立てながら計画的な修繕に努めるとともに、庁舎整備事業との連携を
図りながら進めてきた。
・本庁舎については、本庁舎西側隣接地の取得など、さらなる駐車台数の確保に努め
、来庁者の利便性の向上を図ってきた。

事業の検証
（課題認識/
今後の方針・
改善点）

・庁舎管理にあたっては、来庁者及び職員の安全確保、利便性及び執務環境の向上の
ため、効果的かつ効率的な施設管理を行っていく。また、栄町第一庁舎については、
昭和58年の建設から41年が経過し、建物や設備等の老朽化が見られることから大規模
改修工事が必要である。庁舎整備後も継続して使用する庁舎であるため、環境性能に
も配慮しつつ必要な対応を検討していく。
・現庁舎の書庫・倉庫スペースの全体量を把握し、今後の必要量の推移を見極めた上
で、必要となる書庫・倉庫スペースを確保していく。
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事業名 仮庁舎の整備及び業務遂行 法定／自主 自主

担当部・課 総務部　総務課 次年度方針 継続

事業費 0 0

所要一般財源 0 0

概算人件費 0 0

4

事業名 文書事務 法定／自主 自主

担当部・課 総務部　総務課 次年度方針 継続

事業費 13,929 9,790

所要一般財源 9,573 9,790

概算人件費 5,079 5,079

概要
(目的と内容)

・庁舎整備に伴い必要となる仮庁舎の整備を行
う。
・仮庁舎期間中における円滑な業務遂行を図る
。

財務内容
単位(千円)

令和６年度
（予算）

令和７年度
（見込み）

これまでの
取組状況

（主な取組と
成果）

・仮庁舎整備に係る庁内検討会議等を開催し、仮庁舎の整備に係る基本的事項（行政
機能の配置、施設や設備等の整備、スケジュールなど）について、協議調整及び取り
まとめを行ってきた。
・令和元年度：仮庁舎整備に係る基本方針の確認、基本的事項の協議調整
・令和２年度：基本的事項の協議調整（継続）、決定
・令和３年度：基本的事項に基づく施設改修工事、設備移設、引越し準備、駐車場の
確保調整、文書送達等の運用確認
・庁舎整備事業に伴って必要となる仮庁舎の整備について、仮庁舎期間中も市民サー
ビスの維持向上が図られるよう、また、暫定的な措置であることを踏まえ必要最小限
の整備を基本とし、令和３年度及び令和４年度に必要となる施設改修・電気設備等工
事及び設備移設を実施した。その上で、令和４年４月及び５月に仮庁舎へ引越しを行
い、栄町第一庁舎、栄町第二庁舎、栄町第三庁舎、追手町第二庁舎及び河東支所の５
つの庁舎を仮庁舎として業務を行っている。
・また、仮庁舎期間における来庁者等の駐車場として現庁舎駐車場に加えて民間駐車
場を活用し、必要な駐車台数を確保した。
・このことにより、仮庁舎期間においても、円滑な業務遂行を図っている。

事業の検証
（課題認識/
今後の方針・
改善点）

・仮庁舎については、引越し後の利用状況等を踏まえ、庁舎としての機能維持のため
に必要な対応を図る。更に、仮庁舎期間中においても、市民サービスを低下させるこ
となく円滑な業務遂行を図っていく。

概要
(目的と内容)

　本市が作成又は取得した文書の適正な保存管
理を行うとともに、本市宛の文書の収受や本市
からの文書の発送を行う。

財務内容
単位(千円)

令和６年度
（予算）

令和７年度
（見込み）

これまでの
取組状況

（主な取組と
成果）

　令和３年３月に策定した文書管理ガイドラインに基づき文書を適正に管理すること
により、庁内における事務処理の適正化及び効率化並びに文書の検索性の向上に取り
組んできた。
　また、電子決裁の拡大や行政手続における申請書等への押印見直しによる手続の電
子化の環境整備を行うことで、文書の電子化を推進してきた。

事業の検証
（課題認識/
今後の方針・
改善点）

　保存を要する文書が増える一方で、書庫の保存容量には限りがあるため、保存年限
を経過した文書の適切な廃棄を行っていく。
　また、文書管理ガイドラインに基づく適切な庁内運用に取り組むとともに、電子決
裁の推進をはじめとした文書の電子化を進め、事務の効率化及び紙文書の削減を図る
。
・令和７年度においては、新庁舎への引っ越しに伴い、廃棄文書の増加が見込まれる
ことから、過度な職員負担とならないような文書の廃棄処理を行う。
・令和７年度以降の書庫の必要量の推移を見極めた上で、必要となる書庫スペースを
確保していく。
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事業名 行政管理事務 法定／自主 自主

担当部・課 総務部　総務課 次年度方針 継続

事業費 900 1,128

所要一般財源 900 1,128

概算人件費 360 360

　法律相談、各種行政情報の収集など、継続的に取り組んできた。

6

事業名 ふるさと寄附金等に関する事務 法定／自主 自主

担当部・課 総務部　総務課 次年度方針 継続

事業費 130,186 179,917

所要一般財源 130,186 179,917

概算人件費 3,001 3,092

概要
(目的と内容)

　行政事務の適切な執行、紛争等の法律問題を
適切に解決するための弁護士の活用。
　官報、行政情報誌等を通じた行政情報の収集
。
　庁舎周辺の街路灯（商店街管理）の電気料の
負担。

財務内容
単位(千円)

令和６年度
（予算）

令和７年度
（見込み）

これまでの
取組状況

（主な取組と
成果）

事業の検証
（課題認識/
今後の方針・
改善点）

　行政を取り巻く環境がめまぐるしく変化している状況において、事務の適正な執行
、紛争等の法律問題を適切に解決するため、情報の収集や弁護士の有意義な活用を図
っていくことが必要である。
　事務の適正な執行、紛争の未然防止等を図るために不可欠な事務であり、今後も継
続して実施していく。

概要
(目的と内容)

　寄附の一層の促進を図るため、寄附金納付等
における利便性向上を図るとともに、寄附者へ
のお礼として地元産品等を贈り、本市の更なる
ＰＲや地域活性化を促進する。

財務内容
単位(千円)

令和６年度
（予算）

令和７年度
（見込み）

これまでの
取組状況

（主な取組と
成果）

　平成20年度の制度創設以来、鶴ケ城の整備など寄附者の善意を活かした取組を行っ
てきた。また、平成27年度からは、事業者からの提案を活用した返礼品の拡充に取り
組むとともに、ふるさと納税ポータルサイトの増設による情報発信の強化とクレジッ
ト納付等の利用により納付利便性の向上を図ってきた。令和５年度は、寄附受入額の
さらなる増加を図るため、返礼品提供事業者の選定を登録制とし返礼品の更なる拡充
を図るとともに、市場調査やプロモーション等の業務を委託し、民間事業者のノウハ
ウも活用しながら情報発信の強化に取り組んだ。

事業の検証
（課題認識/
今後の方針・
改善点）

　ふるさと納税制度については、制度内容を遵守した上で、本市の更なるＰＲや地域
活性化の視点を踏まえ、寄附歳入の確保に向けて継続して取り組んでいるところであ
る。今後とも、民間事業者のノウハウを活用しながら返礼品の充実や情報発信の強化
を行うとともに、寄附目的の明確化を図りさらなる寄附受入額の増加に取り組んでい
く。
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事業名 法規事務 法定／自主 自主

担当部・課 総務部　総務課 次年度方針 継続

事業費 5,565 5,752

所要一般財源 5,565 5,752

概算人件費 1,516 1,516

8

事業名 印刷機等管理事務 法定／自主 自主

担当部・課 総務部　総務課 次年度方針 継続

事業費 9,827 9,196

所要一般財源 9,827 8,997

概算人件費 3,261 3,261

9

事業名 公平委員会に関する事務 法定／自主 法定

担当部・課 総務部　総務課 次年度方針 継続

事業費 441 307

所要一般財源 441 307

概算人件費 198 198

概要
(目的と内容)

　条例・規則等の審査を行うとともに、他の所
属からの法令等の解釈の相談に応じる。
　条例等をデータベース化して定期的に管理更
新し、庁内及び市民に公開する。
　行政不服審査会の事務処理を行う。

財務内容
単位(千円)

令和６年度
（予算）

令和７年度
（見込み）

これまでの
取組状況

（主な取組と
成果）

　平成25年１月の新例規データベースシステムへの移行や法制支援情報の充実等、効
率的な事務処理環境の整備や的確な審査等に努めてきた。
　平成26年４月　第一法規インターネットサービスの導入
　平成28年４月　第一法規インターネットサービスの利用範囲の拡大
　令和３年４月　加除追録のうち、「現行法規総覧」及び「基本行政通知・処理基準
」を第一法規インターネットサービスのD1-Law.comへ移行。

事業の検証
（課題認識/
今後の方針・
改善点）

　本業務は、条例・規則等の改正等に伴う本市例規の管理及び法制執務等の支援を行
うものであり、例規データシステムについては、今後もバージョンアップ等を含めシ
ステムの利便性の向上について検討していく必要がある。
　法規事務の適正な遂行を支援していくものとし、法制支援システムの利便性向上や
機能拡充についても検討する。また、行政不服審査制度について、引き続き、同制度
の適正な事務処理を図っていく。

概要
(目的と内容)

　議案書や各課から依頼された印刷物の印刷業
務を行うとともに、印刷用機器の適切な管理を
行う。

財務内容
単位(千円)

令和６年度
（予算）

令和７年度
（見込み）

これまでの
取組状況

（主な取組と
成果）

　庁内での印刷に必要となる機器の導入と計画的な機器更新により、効率的な事務処
理に努めてきた。
【主な導入機器】
　令和４年２月　コピー機（総務課１台）賃貸借（長期継続契約）
　令和４年３月　コピー機（本庁舎１台）賃貸借（長期継続契約）
　令和６年４月　印刷機賃貸借（再リース）

事業の検証
（課題認識/
今後の方針・
改善点）

　全庁的な紙使用量の削減の取組による印刷枚数の減少が図られている一方で、直営
による印刷業務の増加や物価高騰による事業費（紙、消耗品）の増加が見込まれる。
　このため、本市の事務事業全般に係る各種行政資料等の印刷事務が円滑に行われる
よう、印刷機等機器のメンテナンス、更新を適切に行っていく。

概要
(目的と内容)

　地方公務員法で規定される公平委員会の所掌
事務を行う。

財務内容
単位(千円)

令和６年度
（予算）

令和７年度
（見込み）

これまでの
取組状況

（主な取組と
成果）

　次年度予算及び事業計画の承認等のための定例会のほか、審査請求に係る審理のた
め会議を開催した。
【近年実績】　令和２年度　２回　令和３年度　１回
　　　　　　　令和４年度　１回　令和５年度　６回

事業の検証
（課題認識/
今後の方針・
改善点）

　公務員制度改革が進められ、地方公務員への人事評価制度が導入されるなど、公務
労働を取り巻く環境は近年大きく変化している。そうした中、人事行政の中立・公平
性の確保という責務を担う公平委員会の役割は、一層重要になっている。
　措置要求、審査請求及び苦情の処理に備えて研鑚を積みながら、現行のとおり行う
。
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事業名 入札・契約事務 法定／自主 自主

担当部・課 総務部　契約検査課 次年度方針 継続

事業費 6,311 23,445

所要一般財源 4,415 23,445

概算人件費 8,851 8,851

11

事業名 工事検査業務 法定／自主 自主

担当部・課 総務部　契約検査課 次年度方針 継続

事業費 425 547

所要一般財源 425 547

概算人件費 4,581 4,581

概要
(目的と内容)

 本市の事務事業の推進に必要な工事、工事関係
委託、物品調達等の発注について、地方自治法
その他関係法令等に基づき、入札・契約事務を
執行する。

財務内容
単位(千円)

令和６年度
（予算）

令和７年度
（見込み）

これまでの
取組状況

（主な取組と
成果）

・入札制度については、関係法令等に則り、競争性、透明性、公平性の確保のため、
電子入札の導入、余裕期間制度やゼロ市債を活用した施工時期の平準化、物品購入へ
の制限付一般競争入札の導入などの取組を行ってきた。また、令和２年度から、透明
性の更なる向上及び客観性の確保を図るため、学識経験者等による「入札等に関する
有識者会議」を開催し、工事に係る入札及び契約の状況等について第三者の意見を聴
取してきた。

事業の検証
（課題認識/
今後の方針・
改善点）

・入札・契約事務については、引き続き適正な執行を図るとともに、関係法令等の規
定に則り、公共工事の品質の確保及び適正な入札制度の運用に必要となる取組を進め
る。また、入札契約手続の電子化に向けた調査研究を行っていく。
・新庁舎供用開始に向けて、必要な什器備品等を遺漏なく購入・配置するため仕様、
数量等に係る確認・調整結果に基づき適切に入札契約事務を進めていく。
・新庁舎供用開始に伴って不用となる什器類が発生することから、令和７年度におい
ては、関係機関等での再利用を図りながら、売却益が見込まれる資源物・有価物につ
いてはインターネットオークション等を通じた売却を行い、そのうえで、再利用・売
却共に困難な物品については適正な処分を行っていく。

概要
(目的と内容)

　市が発注する工事請負代金額130万円超の工事
の検査（竣工・部分払い・部分引渡し・中間）
を関係書類及び現場において行い、その検査結
果に基づく工事成績評定（解体工事等を除く。
）を実施する。

財務内容
単位(千円)

令和６年度
（予算）

令和７年度
（見込み）

これまでの
取組状況

（主な取組と
成果）

　工事請負代金額130万円超の請負工事について、検査により工事目的物が設計図書に
定められた出来形・品質等を満たしているか確認し、不良工事に対する修補の指示、
不適格業者の排除等を行い公共工事の品質を確保してきた。
　また、前年度の工事成績評定において、高評定を獲得した工事から優良工事を選定
し、その受注者等を表彰することにより受注者の施工意欲を高め、施工技術の向上を
図ってきた。

事業の検証
（課題認識/
今後の方針・
改善点）

・公共工事の品質を確保するため、今後も引き続き、厳正な検査を実施する。
・受注者の施工意欲を高め、施工技術の向上を図るため、今後も引き続き優良建設工
事表彰を実施する。
・本市発注工事において、４週８休以上を確保する「週休２日工事」を原則全工事に
適用するとともに、デジタル技術を活用した遠隔臨場、情報共有システムの利活用等
により、建設業の働き方改革を促進する。
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事業名 情報公開・個人情報保護に関する事務 法定／自主 自主

担当部・課 総務部　総務課 次年度方針 継続

事業費 266 354

所要一般財源 266 354

概算人件費 2,274 2,274

13

事業名 車両管理事務 法定／自主 自主

担当部・課 総務部　総務課 次年度方針 継続

事業費 52,133 29,010

所要一般財源 46,633 29,010

概算人件費 40,467 40,467

概要
(目的と内容)

 市民の市政参加の推進、信頼される市政の実現
を図るため、市が保有する情報を適正に管理す
るとともに、公文書の開示請求等への対応を行
う。また、制度の公平かつ公正な運用の確保を
目的とする情報公開及び個人情報保護審査会の
所掌する事務を行う。

財務内容
単位(千円)

令和６年度
（予算）

令和７年度
（見込み）

これまでの
取組状況

（主な取組と
成果）

　情報公開条例を制定し、市民の市政参加の推進と市政に対する信頼の確保を図ると
ともに、個人情報保護条例を制定し、市民のプライバシーの保護に取り組んできた。
　また、国における個人情報の保護に関する法律（個人情報保護法）の改正に伴い、
令和４年度に個人情報保護法施行条例など関係規程の整備や市独自のガイドラインの
策定など運用の見直しを行った。これにより、令和５年４月１日から、改正個人情報
保護法に対応した新たな個人情報保護制度の運用を開始し、適切な制度運用を図って
いる。

事業の検証
（課題認識/
今後の方針・
改善点）

　市が保有する情報や個人情報保護に対する市民の関心が年々高まっており、公文書
開示請求件数及び自己情報開示請求件数は増加傾向にある。市民の市政参加の推進と
市政の信頼の確保のために不可欠な事務であり、引き続き制度の適切な運用を図って
いく。また、個人情報保護制度については、法改正に伴う令和５年度からの新たな制
度の適切な運用を図りつつ、国においては、３年ごとに制度の見直しを行うこととし
ていることから、国の動向等を見極めながら必要な対応を図っていく。

概要
(目的と内容)

　公用車の点検・整備、公用車の運転業務、自
動車損害共済の加入・共済金請求手続きを行
う。

財務内容
単位(千円)

令和６年度
（予算）

令和７年度
（見込み）

これまでの
取組状況

（主な取組と
成果）

・本庁舎公用車については、集中管理を導入して公用車の効率的な活用を図るととも
に、低公害車への切り替えにより環境への負荷の軽減に努めてきた。
・令和６年度においては、更新時期を迎えた公用車10台について、軽乗用電気自動車
に更新した。
・公用車の適正台数を見極め、公用車一元管理に向けた検討を進めてきた。

事業の検証
（課題認識/
今後の方針・
改善点）

　庁舎周辺の限られた駐車スペースを有効活用するため、現在の車両管理手法を見直
し、公用車台数の適正化及びより効率的な車両管理を全庁的に進めていく必要があ
る。
　一定の年数が経過した車両や走行距離が多い車両についてはこまめな点検や修繕を
継続し、維持管理経費の節減に取り組む。車両の更新にあたっては、電動車等の導入
を進めていく。
　また、令和７年５月の新庁舎供用開始に向けて、公用車の稼働状況を踏まえた適正
な保有台数を見極めるとともに、必要な公用車駐車場を確保していく。また、効率
的・効果的な公用車管理を図るため、公用車の一元管理や車両管理事務の委託など、
必要な対応を図っていく。
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事業名 労働団体補助金 法定／自主 自主

担当部・課 総務部　総務課 次年度方針 継続

事業費 240 240

所要一般財源 240 240

概算人件費 38 38

概要
(目的と内容)

　労働団体の活動を支援するため、メーデー及
び会津若松地区労働福祉協会活動費の一部を助
成する。

財務内容
単位(千円)

令和６年度
（予算）

令和７年度
（見込み）

これまでの
取組状況

（主な取組と
成果）

　団体の自主的な活動を促すため、平成18年度まで助成額を漸次縮小してきた。以降
補助額は一定で推移している。

事業の検証
（課題認識/
今後の方針・
改善点）

　事業内容を十分確認したうえで助成を行っていく必要がある。
　事業内容を確認しながら、労働福祉の向上のため必要最小限の助成をしていく。
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